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校長通信

第56回体育祭～窪舎の丘は熱戦に沸く
6月12日に第56回体育祭を行いました。感染症

対策に十分配慮しながら，コロナ禍の中では初めて

の一日開催の体育祭となりました。

今年のスローガンは，

「南の勇 与論高校がくり

広げる 熱い闘い」。生徒

たちは各種目や応援団の

演舞などに｢熱い闘い｣を

繰り広げ，元気な声援や

力強い太鼓の音が窪舎の

丘に響きました。

得点集計の結果，競技

の部は那間校区，応援の

部は茶花校区が優勝しま

した。実施に当たり，本校

の方針を御理解いただき，

支えてくださった保護者の

皆様，地域の皆様に感謝

申し上げます。

体育祭は，自分の役割

を積極的に果たすことや高校生らしい若さを発揮し，

目標に向かってエネルギーを集結していく場であると

ともに，リーダーシップやフォロワーシップを理解し，互

いに協力することが成果を上げるということを確認で

きる貴重な学びの機会です。生徒一人一人が体育祭

を通して学んだことを今後の学校生活に生かしていく

ことを期待します。

外務省「高校講座」で世界を知る
6月23日に外務省事業の高校講座を行いました。

これは，次代を担う高校生を対象に，外務省職員が

講演を行い，高校生の外交政策や国際情勢等に対す

る関心や理解，意識の向上

を図るとともに，外務省の業

務に理解を深めることで，進

路選択の参考にしてもらうこ

とを目的とするものです。

演題は「外務省で一緒に働きませんか？」。講師を

務めた中秋真太郎さん（外務省経済局南東アジア経済連携協定交渉室）
なかあきしん た ろう

は，日本と国際社会の平和と安定の確保や，世界の

様々な課題の解決等に係る外務省の取組などについ

て分かりやすく話していただきました。講演の最後に

中秋さんは，「高校時代は二度とない。後悔のないよ

うに好きなことに取り組んでほしい」と語りました。

講演後は，希望した生

徒20人が講師を囲む座

談会を実施。大使館での

仕事の実際や海外経験，

外交・経済などについて質

問や意見交換が行われました。参加した生徒の一人

は，「外務省の仕事がとても身近に感じられた。これ

からもっと調べてみたい」と話していました。

ＰＣ端末で授業が変わる①（理科） デジタル社会を

生きる高校生にとって，今やPC端末は，鉛筆やノートと並

ぶマストアイテムです。文部科学省が推進するGIGAスクー

ル構想を受け，県教育委員会は今年度から1年生全員にPC端

末を1年間貸与しています。本校におけるＰＣ端末を活用し

た各教科等の工夫を紹介します。第１回は理科です。

１年生の「科学と人間生活」の授業。この日の内容は身の

回りの食品からDNAを抽出する実験と観察です。

はじめに授業者が本時の目的と実験の手順を説明。生徒た

ちはグループごとに必要な器具を確認して実験開始。この日

使う食品はバナナ。果肉をチャック付きビニール袋に入れて，

手で揉むようにして潰します。食塩水と台所用洗剤で作った

抽出液を加え，よく混ぜたあとは，ろ紙でろ過します。

ろ過が進む間，授業者の指示

の下，生徒たちは実験の考察を

記入するレポート用紙のファイ

ルをTeamsから各自のＰＣ端末

にダウンロードします。全員が

揃ったところで実験再開。ろ液

にエタノールを静かに注ぎ，そ

っとビーカーを揺らすと，細長

いDNAが浮かび上がりました。

実験の過程は，記録係の生徒

がPC端末で撮影し，グループ内

で共有します。授業者は考察を

記入したレポートをオンライン

で提出するよう指示しました。

高校の授業におけるＰＣ端末

の活用は始まったばかりですが，

今年度の１年生は昨年度，中学校で活用した経験もあること

から，操作などの取扱いに戸惑うことは少ないようです。
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校長講話から これからの時代に求められるリーダーシップとは／WHYから始める（令和４年6月20日 全校朝礼）

先日の体育祭の応援団演舞はとても見応えがあり
ました。当日までに相当な話し合いや練習があったこ
とがわかりました。練習は順調に進むときもあれば，
意見の対立で行き詰まってしまうこともあったでしょ
う。そういうとき団長や副団長などは，集団をまとめて
いく難しさを感じたり，「自分はリーダーには向かな
い」，「自分にはリーダーシップがない」と嘆きたくなる
場面もあったのではないかと思います。
みなさんは，「リーダーシップ」という言葉を聞いて

どのようなイメージが浮かびますか。多くの人が，何ら
かのグループでリーダーの立場の人が発揮する，グ
ループをまとめ，目的に向かって引っ張っていく力をイ
メージするでしょう。それゆえリーダーシップは，「自分
には関係ない」と考える人が少なくないと思います。
日本社会の組織では，リーダーとは人や組織をま

とめるポジションを意味することが多く，会社なら課
長，部長，社長などマネジメントを司る人たちを指す
場合が一般的です。その人たちが発揮するリーダー
シップを「権限によるリーダーシップ」と言います。
これまでの日本の経済産業は，企業や組織におい

て，行き先や手段を先頭に立って示し続けることがで
きる一握りのリーダーが，その他大勢の人たちを引っ
張っていくことで，めまぐるしい発展を遂げてきました。
しかし，VUCAの時代と言われる現在は，情報化の

進展で変化のスピードがますます速くなり，物事の結
果がすぐ出るにも関わらず，その先の予測は困難で，
何が正解なのか誰にも分かりません。そのような現代
社会では，権限によるリーダーシップだけでは様々な
問題に対応しきれなくなっています。なぜなら，一握り
のリーダーだけに頼りきってしまうと，そのグループに
とって致命的な結果に至りかねないからです。
環境問題や少子化問題など，現代社会の抱える問

題の多くは，様々な事象が複雑に絡み合い，その解決
には多様なアイディアが必要になります。そのため，少
人数ではなく，より多様性のある集団で解決に向けて
取り組むのが近道となる場合も少なくありません。こ
れからの社会では「チームで取り組む」ことがより重
要視されるようになっていきます。
そのチームも，「リーダーは常に固定された人物」と

いう考え方ではなく，チーム全員がリーダーであり，状
況に応じて誰かがリーダーシップを発揮することが求
められるようになっていきます。例えば，話し合いの場
面で，議論が行き詰まったとき，「ちょっと休憩にしま
せんか？」と提案する人がいれば，その人はその場の
リーダーの役割を果たします。さらに別の人が「では，
１０分後に第三案からもう一度考えよう」と提案すれ
ば，その人もまたリーダーです。些細なことであっても
メンバーそれぞれが「～しよう」という意志を発信する
ことで，チームの合意形成や意志決定が図られていく
ので，これらはすべて立派なリーダーシップです。
このような「権限によらないリーダーシップ」は，目

標を全員で共有しながら，一人一人が知恵を出し合
い，たくさんの力を結集して問題解決に向けて一丸と
なって行動することから，固定化した一人あるいは少

人数のリーダーがグループを引っ張っていくより，素
早く，よりよい成果を生み出していくことができます。
ところで，共感を呼ぶリーダーシップを発揮する人

は，何か特別な思考法や行動様式があるのでしょう
か。サイモン・シネックは，「優れたリーダーはどうやっ
て行動を起こすか」という問いに対して「ゴールデン・
サークル理論｣を提唱しています。サイモンは，優れた
リーダーは，この円の内側から外側に向かうように，
つまり，物事をWHY（なぜ／理由）→HOW（どのように／手法）

→WHAT（何を／していること）の順番で
考え，行動し，伝えると言います。
ところが，大半の人は円の外側

から内側へ，WHATからHOW，WHY
の順番で考え，コミュニケーション
を図ろうとしています。確かに，私
たちは自分のWHATは説明できる

し，HOWも説明できる。しかし，自分がしているWHYを
説明することはめったにしません。ときには本人でさ
え，WHYを忘れていることもあります。
例えば，グループの探究活動で，ＡさんがＢさんに

「このデータを地域ごとにまとめてね」と頼みます。こ
れはWHATとHOWのイメージ。もしここに「そうすれば，
地域ごとの傾向が明確になって，今後の方針が立て
やすくなると思うんだ」とWHYを入れたら，ＢさんはＡさ
んに共感するでしょう。するとＢさんは「なるほど。だっ
たら，比較しやすいグラフを作ろう」と考え，単にまと
めるだけの資料より有益なものを仕上げるはずです。
共感されるリーダーシップを発揮するには，自分の

WHYをしっかりと認識して，周囲に対して明確にするこ
と。そうすれば，あなたの信念に共感する人が表れ，
協力してよりよいものを創り上げていけるでしょう。こ
れから文化祭に向けた取組も始まります。行き詰まっ
たら，「私たちはなぜ，この取組を行っているのか」と
いうWHYに立ち返って考えてみるとよいでしょう。
さて，「組織とリーダーシップ」を考える上で参考に

なる本を紹介します。本多勝一の『アムンセンとスコッ
ほん だ かついち

ト』です。これは，1910年にノルウェイの探検家アム
ンセンとイギリスの軍人スコットとの間で争われた南
極点到達レースに関するドキュメントです。結果はみ
なさんも知っているとおり，アムンセン隊が大きなトラ
ブルに遭遇することなくスムーズに南極点に到達して
帰還したのに対し，スコット隊はありとあらゆるトラブ
ルに見舞われたあげく，隊長のスコット以下全員が死
亡するという悲惨な結果に終わっています。この圧倒
的大差が生まれた原因の一つは，２人のリーダーシッ
プの違いが影響していると言われています。
当時の南極は前人未踏の地で，そこがどのような

場所であるかはよく分かっていませんでした。予測が
困難な環境下で有効なリーダーシップとはどのような
ものかを考える題材を，この本は与えてくれます。図書
室に置きますので，是非手に取ってみてください。

【引用・参考文献】長尾彰『宇宙兄弟「完璧なリーダー」は，もういらない。』2018
年，学研プラス／日向野幹也『高校生からのリーダーシップ入門』2018年，ちくま
プリマー新書／サイモン・シネック（栗木さつき訳）『WHYから始めよ！』2012年，
日本経済新聞出版／本多勝一『アムンセンとスコット』2021年，朝日文庫

出所：サイモン・シネック『WHYから始めよ！』
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